
令
和
３
年
度
水
道
研
究
発
表
会

発
表
要
旨︵
追
補
︶

電
気
職
経
験
者

若
干
名
を
募
集

北
千
葉
広
域


超
音
波
流
量
計

一
般
入
札
公
告

湖
西
市

前
澤
グ
ル

プ
３
社
と
協
定

広がる水源林保全の輪
仙台市水道局　青下の杜ＰＪ

国
際
貢
献
に
変
化
の
兆
し

東
洋
大
学

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
シ
ン
ポ

ク
ロ
コ
ネ
で
水
質
異
常

大
阪
市
水
道
局

江
戸
・
東
京
の
飲
み
水

と
有
名
無
名
人山

田
弘
著

管路更新 共研で効率化
神奈川広域 募集日まで

水ｉｎｇエンジ、メタに決定
神奈川広域

西長沢で膜ろ過実証

（左から）中島執行役員、芳賀管理者、壷井支店長、
清水支店長

︻
６

９

水
道
ス
マ

ト
メ

タ

の
試
験
的
導
入
か

ら
得
ら
れ
た
知
見
︼

京
都
市
上
下
水
道
局

寺
本

龍
生

京
都
市
で
は
水
道
ス
マ

ト
メ

タ

の
さ
ら
な
る
知
見

を
得
る
た
め

平
成

年
度
に
水
道
ス
マ

ト
メ

タ

の

試
験
的
導
入
を
実
施
し
た

内
容
と
し
て
は

山
間
地
域
の

一
つ
の
配
水
区
域
内
の
す
べ
て
の
水
道
メ

タ

を
水
道
ス

マ

ト
メ

タ

に
取
り
替
え
て
行

た
も
の
で

当
時
は

全
国
的
に
も
数
少
な
い
事
例
で
あ

た


山
間
地
域
に
お
け
る
水
道
ス
マ

ト
メ

タ

の
導
入
に

係
る
課
題
は

主
に
通
信
技
術
と
導
入
費
用
で
あ
り

こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て

今
回

電
波
強
度
減
衰
対
策
と

検
針
値
の
利
活
用
に
つ
い
て

試
験
の
デ

タ
か
ら
得
ら
れ

た
知
見
を
報
告
す
る


本
報
告
が
各
水
道
事
業
体
に
お
け
る
通
信
技
術
の
課
題
解

決
と
配
水
管
整
備
計
画
に
寄
与
す
る
と
と
も
に

水
道
ス
マ


ト
メ

タ

導
入
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る


（５ ） 第５６８４号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　） ２０２１年（令和３年）１１月８日行（週２回）


月

日
午
後

大
阪
市

浪
速
区
内
で
需
要
者
か
ら

﹁
塩
素
の
に
お
い
が
普
段
よ

り
も
強
い
﹂
と
の
連
絡
が
あ

り

同
市
水
道
局
で
付
近
の

消
火
栓
か
ら
水
道
水
質
を
確

認
し
た
と
こ
ろ

残
留
塩
素

濃
度
が
通
常
よ
り
も
高
い
こ

と
が
判
明

消
火
栓
か
ら
の

排
水
を
実
施
し

適
正
な
残

塩
濃
度
に
戻

た
こ
と
を
確

認
し
た


同
局
で
周
辺
を
調
査
し
た

と
こ
ろ

井
戸
水
を
取
水
し

て
塩
素
を
注
入
し
て
い
る
建

物
に
お
い
て

井
戸
水
配
管

と
給
水
管
の
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク

シ

ン︵
誤
接
合
︶を
確
認


誤
接
合
箇
所
か
ら
の
逆
流
水

が
配
水
管
端
の
需
要
者
の
水

栓
か
ら
出
た
も
の
と
み
ら
れ

る

同
局
で
は

直
ち
に
当

該
建
物
へ
の
給
水
を
停
止
す

る
と
と
も
に

誤
接
合
箇
所

を
切
断
さ
せ
た


当
該
建
物
と
隣
接
す
る
建

物
が
配
管
で
結
ば
れ
て
お

り

同
局
で
は
す
べ
て
の
配

管
の
安
全
を
確
認
し
た
後


給
水
を
再
開
す
る


を
決
め
た

感
染

症
対
策
と
し
て
行
う
人
数
制

限
な
ど
を
考
慮
し
た
も
の


湖
西
市
環
境
部
水
道
課

は

配
水
本
管
に
設
置
す
る

超
音
波
流
量
計
の
購
入
に
当

た
り

一
般
競
争
入
札
を
公

告
し
た

参
加
申
出
書
の
提

出
締
切
は

日

入
開
札
は


日
に
行
わ
れ
る


購
入
内
容
は

挿
入
型
超

音
波
流
量
計
９
基
と
交
換
用

蓄
電
池
１
基


主
な
要
求
能
力
は
▽
検
出

方
式

超
音
波
方
式
▽
設
置

方
式

挿
入
型
▽
電
源
方
式


蓄
電
池
方
式


な
ど


ま
た

測
定
デ

タ
の
一

部
は
東
京
都
水
道
局
自
動
検

針
通
信
仕
様
Ｖ
ｅ
ｒ
．
２
・

６
Ａ
に
準
拠
し
た
電
文
形
式

で
中
部
電
力
の
通
信
プ
ラ


ト
フ


ム
を
経
由
し
収
集

す
る

そ
の
た
め

受
注
者

は
通
信
端
末
と
の
接
続
方
法

や
測
定
デ

タ
の
出
力
形
式

な
ど
を
同
市
お
よ
び
中
部
電

力
と
協
議
の
上

製
造
・
納

品
す
る


納
品
場
所
は
同
市
大
知
波

地
内
ほ
か


納
品
期
間
は
契
約
締
結
日

か
ら
令
和
４
年
３
月

日
ま

で
仕

様
書
の
閲
覧
な
ど
詳
細

は
同
課
Ｈ
Ｐ
か
ら


北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

は
電
気
職
の
経
験
者
を
若
干

名
募
集
し
て
い
る

合
格
者

は
原
則
令
和
４
年
４
月
１
日

の
採
用
受
付
は

日
ま
で


受
験
資
格
は
▽
電
気
主
任

技
術
者
︵
第
一
種
ま
た
は
第

二
種
︶
の
資
格
を
有
す
る
こ

と
▽
昭
和

年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
▽
民
間
企
業
等
に
お
け
る

電
気
関
係
の
職
務
経
験
を
平

成

年
４
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月

日
ま
で
の
間
に

５
年
以
上
有
す
る
こ
と


合
格
後
は
水
道
施
設
の
計

画
・
設
計
・
施
工
管
理

運

転
・
保
守
管
理
の
業
務
等
に

従
事
す
る


受
験
申
込
は
簡
易
書
留
の

郵
送
の
み
で
受
け
付
け
る


提
出
書
類
で
第
１
次
考
査
を

行
い

合
否
を

月
下
旬
に

文
書
で
通
知
予
定

合
格
者

に
対
し
て
第
２
次
考
査
の
日

程
調
整
を
行
う


詳
細
は
企
業
団
Ｈ
Ｐ
を
参

照


東
洋
大
学
は

月

日


オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
パ
ン
デ
ミ

ク
時
代
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
国
際
貢
献

２
０

３
０
年
の
ゴ

ル
に
向
け

て
﹂
を
開
き

同
大
学
国
際

共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ

の

北
脇
秀
敏
セ
ン
タ

長
ら
に

よ
る
講
演
を
ラ
イ
ブ
配
信
し

た

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

東
洋
大
学
が
展
開
す
る
﹁
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ｏ
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｗ
ｅ

ｅ
ｋ
ｓ
﹂
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
で

北
脇
氏
ら
が
監
修

し
た
書
籍
﹁
パ
ン
デ
ミ

ク

時
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
国
際
貢

献
﹂
の
出
版
を
記
念
し
た
も

の

書
籍
で
取
り
上
げ
た
テ


マ
に
沿

て

国
際
協
力

機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
の
永
見

光
三
氏
と
松
本
重
行
氏
︵
同

セ
ン
タ

客
員
研
究
員
︶
ら

が
講
演
し
た


シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に

当
た
り

東
洋
大
学
の
矢
口

悦
子
学
長
と
主
催
者
の
北
脇

セ
ン
タ

長
が
あ
い
さ
つ


矢
口
学
長
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

わ
る
取
組
み
を
進
め
て
い
く

上
で

国
際
共
生
社
会
研
究

セ
ン
タ

が
基
盤
と
な
る
研

究
を
行

て
い
る
こ
と
に
感

謝
を
述
べ

引
き
続
き
の
発

展
に
期
待
を
寄
せ
た


北
脇
セ
ン
タ

長
は

セ

ン
タ

や
書
籍
に
つ
い
て
紹

介
し
た
後

﹁
時
間
軸
・
空

間
軸
・
ト
ピ

ク
の
軸
は
変

化
し
て
い
く
も
の
﹂と
発
言


海
外
で
の
国
際
貢
献
が
難
し

く
な

た
昨
今

今
後
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
に
お
い
て
も
変

容
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
示

唆
し
た


続
く
永
見
氏
は
﹁
自
然
災

害
へ
の
取
組
み
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
﹂
に
つ
い
て
講
演

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ

ク
や

複

雑
に
要
因
が
絡
み
合
う
災
害

リ
ス
ク
な
ど
を
踏
ま
え
て
防

災
分
野
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
整
理
し

自
身
の
見

解
を
述
べ
た


松
本
氏
は
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
た
統
合
水
資
源
管

理
の
あ
り
方
﹂を
テ

マ
に


現
場
の
問
題
解
決
に
資
す
る

実
践
的
な
水
資
源
管
理
に
つ

い
て
説
明
し
た

統
合
水
資

源
管
理
は

水
循
環
に
お
け

る
あ
ら
ゆ
る
形
態
・
段
階
を

考
慮
し
な
が
ら

公
平
な
形

で
水
の
便
益
の
最
大
化
を
目

指
す
と
い
う
概
念
に
基
づ
く

考
え
方

最
近
の
日
本
の
国

際
協
力
で
も

計
画
策
定
だ

け
で
な
く

地
域
住
民
が
直

面
す
る
水
資
源
に
関
す
る
課

題
へ
の
対
応
強
化
を
重
視
す

る
動
き
が
あ
る
と
し

複
数

の
事
例
を
紹
介
し
た


そ
の
ほ
か

同
セ
ン
タ


研
究
員
で
も
あ
る
国
際
学
部

の
伊
藤
大
将
助
教
が
﹁
夫
婦

の
家
事
・
育
児
時
間
の
割
合


性
役
割
態
度
と
ワ

ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
﹂
に
つ

い
て
講
演
し
た


◇
　

◇

東
洋
大
学
の
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

ｓ
﹂
は

学
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ム

ブ
メ
ン
ト
を
よ
り
一
層

醸
成
し

地
球
社
会
の
未
来

の
た
め
に
﹁
主
体
的
に
行
動

す
る
人
﹂の
育
成
を
目
指
し



月
１
日
か
ら

月

日
ま

で
大
学
全
体
で
開
か
れ
て
い

る
も
の

期
間
中
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
連
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
コ
ン
テ
ス
ト
講
演
会


ワ

ク
シ


プ
な
ど
を
催

し
て
い
る


き
る


キ
ン
グ
﹂
を
実
施
す
る


期
間
中
に
玉
川
上
水
路
を

歩
き

チ


ク
ポ
イ
ン
ト

で
撮
影
し
た
写
真
を
水
道
局

の
Ｐ
Ｒ
館
で
提
示
す
る
と


先
着
２
５
０
人
に
水
道
局
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ

ズ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る

参
加
費
は
無

料
チ



ク
ポ
イ
ン
ト
は


▽
玉
川
兄
弟
の
像
︵
羽
村
駅

西
口
か
ら
徒
歩
約

分
︶
▽

清
流
復
活
の
碑
︵
玉
川
上
水

駅
南
口
か
ら
徒
歩
約

分
︶

▽
史
跡
玉
川
上
水
の
碑
︵
三

鷹
駅
北
口
か
ら
徒
歩
約


分

武
蔵
境
駅
北
口
か
ら
徒

歩
約

分
︶
の
３
カ
所


参
加
す
る
に
は

１
カ
所

と
そ
の
写
真︵
ス
マ
ホ
や
デ

ジ
カ
メ
な
ど
の
画
像
も
可
︶
学
館

奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ

れ
あ
い
館
の
三
つ


神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企

業
団
は
２
日

﹁
西
長
沢
浄

水
場
更
新
に
係
る
水
処
理
実

験
﹂
に
係
る
公
募
型
共
同
研

究
の
実
験
者
を

水
ｉ
ｎ
ｇ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

メ
タ

ウ


タ

の
２
社
に
決
定

し
た
と
公
表
し
た

同
浄
水

場
は
現
時
点
で
企
業
団
最
大

の
施
設

来
年
度
か
ら
更
新

に
向
け
た
検
討
に
着
手
す
る

に
当
た
り

膜
ろ
過
等
の
処

理
方
式
や
新
技
術
に
関
す
る

検
討
を
進
め
て
い
く


企
業
団
は
今
年
８
月
に
策

定
し
た
官
民
連
携
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
連
携
ス
キ

ム
を
整

理
し
て
お
り

そ
の
う
ち
公

募
型
共
同
研
究
の
第
１
弾
と

し
て
９
月
１
日
か
ら
同
実
験

の
実
験
者
を
募
集
し
て
い

た
西

長
沢
浄
水
場
は
狭
い
敷

地
内
に
計
画
１
日
最
大
給
水

量

万
２
０
０
０
立
方

の

水
処
理
施
設
を
効
率
的
に
配

置
し
た
浄
水
場
で

酒
匂
川

水
系
を
水
源
に
急
速
ろ
過
方

式
を
採
用
し
て
い
る


実
験
で
は

膜
ろ
過
方
式

に
よ
る
浄
水
処
理
プ
ロ
セ
ス

が
西
長
沢
浄
水
場
の
原
水
水

質
に
適
合
し

安
全
か
つ
安

定
的
な
処
理
が
実
現
可
能
な

こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で


実
験
施
設
処
理
水
質
が
要
求

水
準
を
十
分
満
足
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
検
証
す
る


水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
浸
漬
式
有
機
膜
主
体


メ
タ
ウ


タ

は
ケ

シ

ン
グ
式
無
機
膜
主
体
の
実
験

を
そ
れ
ぞ
れ
行
う

実
験
期

間
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
６
年
３
月

日
ま
で


企
業
団
は
▽
実
験
処
理
水

が
要
求
水
準
を
満
た
す
こ
と

の
確
認
▽
平
常
と
異
な
る
原

水
水
質
に
お
い
て
も
要
求
水

準
を
満
た
す
こ
と
の
確
認
▽

企
業
団
目
標
水
準
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
の
処
理
フ
ロ

の

検
討
▽
現
有
の
浄
水
処
理
方

法
で
の
課
題
の
検
証
▽
企
業

団
で
使
用
し
て
い
る
薬
品
と

機
能
性
の
高
い
薬
品
と
の
比

較
▽
通
常
よ
り
も
高
い
流
束

に
お
け
る
連
続
運
転
可
能
時

間
の
確
認
▽
薬
品
洗
浄
の
効

果
の
検
証
▽
高
濁
水
の
処
理

性
の
検
証
▽
膜
の
劣
化
状
況

の
検
証

｜
を
要
求
事
項
と

し
て
い
る


神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企

業
団
は

公
募
型
共
同
研
究

と
し
て
﹁
管
路
の
効
率
的
な

更
新
手
法
に
関
す
る
共
同
研

究
﹂を
実
施
す
る
に
当
た
り


参
加
事
業
者
を
募
集
し
て
い

る

今
後
予
定
さ
れ
る
大
口

径
送
水
管
の
整
備
に
当
た
る

制
度
設
計
の
参
考
と
し
た
い

考
え

実
施
要
領
の
交
付
お

よ
び
参
加
に
要
す
る
書
類
の

受
付
は

日
ま
で


企
業
団
に
お
け
る
従
来
の

管
路
整
備
事
業
で
は

職
員

が
地
質
調
査

測
量

設
計

を
発
注
し

そ
れ
ら
の
成
果

を
基
に
積
算
業
務
を
行

て

工
事
を
発
注
し

ま
た
用
地

取
得
や
工
事
監
督
を
実
施
す

る
と
い
う
段
階
を
踏
ん
で
き

た

近
年
土
木
職
員
数
が
減

少
す
る
一
方
で

管
路
整
備

の
事
業
量
は
増
加
し
て
い
く

見
込
み
に
あ
り

業
務
の
さ

ら
な
る
効
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る


そ
う
し
た
中

Ｄ
Ｂ
Ｍ
や

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
官
民
連
携
手

法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
浄
水

場
更
新
事
業
に
比
べ

用
水

供
給
事
業
を
運
営
す
る
企
業

団
が
有
す
る
大
口
径
送
水
管

の
管
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
官
民
連
携
手
法
が
少
な
い

と
考
え
ら
れ
た

そ
こ
で
今

回
の
共
同
研
究
に
よ
り

官

民
連
携
で
民
間
企
業
等
の
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫

を
活
用
し
た
効
率
的
手
法
を

検
討
し

今
後
の
制
度
設
計

の
参
考
と
し
た
い
考
え


共
同
研
究
で
は
主
に

他

事
業
体
で
実
施
さ
れ
た
官
民

連
携
利
用
に
よ
る
管
路
整
備

事
業
の
手
法
に
つ
い
て
確
認

の
上

そ
れ
ら
実
績
が
あ
る

手
法
に
こ
だ
わ
ら
ず

よ
り

有
効
な
手
法
が
な
い
か
を
検

討
し
て
い
く

ま
た

管
路

整
備
事
業
の
対
象
業
務
の
範

囲

事
業
量
・
事
業
期
間


実
施
体
制

発
注
方
法
等
に

つ
い
て
広
く
検
討
す
る
と
と

も
に

民
間
企
業
等
の
技
術

・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫
の

発
揮
し
や
す
さ
を
可
能
な
限

り
追
求
し

管
路
整
備
事
業

を
限
ら
れ
た
期
間
で
確
実
に

実
施
で
き
る
手
法
を
検
討
す

る
共

同
研
究
期
間
は
令
和
４

年
１
月

日
か
ら
９
月

日

ま
で

費
用
は
企
業
団
と
共

同
研
究
者
が
各
々
に
生
じ
た

費
用
を
各
自
で
負
担
す
る


な
お
今
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
﹁
か
な
が
わ
広
域
水
道

ビ
ジ

ン
﹂
に
よ
れ
ば

構

成
団
体
と
と
も
に
目
指
す
最

適
な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
実
現

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

の
効
果
的
な
計
画
・
推
進
の

た
め

先
端
技
術
の
導
入
や

多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
協

力
を
重
視
し
て
い
る


管
路
に
つ
い
て
は

構
成

団
体
の
水
需
要
変
動
に
対
応

す
る
た
め

水
供
給
を
停
止

し
て
更
新
を
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
と
も
に

大
半

が
内
径
１
０
０
０

以
上
の

大
口
径
管
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
示
し
て
い
た

更
新
は
令

和
７
年
度
か
ら
本
格
化
さ
せ

る
見
込
み
と
い
う


ま
た

事
業
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
民
間
企
業
の
技
術

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
た
め

設
計
施

工
一
括
発
注
方
式
︵
Ｄ
Ｂ
方

式
︶
や
設
計
段
階
か
ら
施
工

業
者
の
技
術
力
を
取
り
入
れ

る
方
式
︵
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
︶
な

ど

新
た
な
発
注
方
式
の
導

入
を
進
め
る
方
針
も
示
し
て

い
た

８
月
に
は
﹁
官
民
連

携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
策
定

し
て
い
る

今
回
の
公
募
も

こ
れ
に
基
づ
く
ス
キ

ム
の

一
つ


東
京
都
水
道
局
Ｏ
Ｂ
の
山

田
弘
氏
が
﹁
江
戸
・
東
京
の

飲
み
水
と
有
名
無
名
人
﹂
を

自
費
出
版
し
た

山
田
氏
は

昭
和

年
に
入
都

平
成


年
に
退
職
す
る
ま
で
の
約


年
間
水
道
局
で
勤
務
し
た


退
職
後
に
は

東
京
水
道
に

関
わ
る
水
神
社
を
訪
問
す
る

と
と
も
に

水
道
道
路
を
踏

破
そ
の
中
で
東
京
の
発
展
・

膨
張
に
伴
う
需
要
の
増
大


施
設
拡
張
の
歴
史
を
支
え
た

多
く
の
有
名
・
無
名
人
の
存

在
に
気
が
付
き

水
道
公
論

に
約

回
に
わ
た
り
連
載
し

て
き
た


同
書
は
﹁
江
戸
の
上
水
と

有
名
無
名
人
﹂﹁
東
京
水
道

の
あ
ゆ
み
と
有
名
無
名
人
﹂

﹁
東
京
の
水
道
道
路
と
有
名

無
名
人
﹂﹁
江
戸
・
東
京
ゆ

か
り
の
水
神
社
を
尋
ね
る
﹂

﹁
東
京
水
道
の
今
昔
ア
・
ラ

・
カ
ル
ト
﹂
の
５
章
で
構
成

︵
Ｂ
５
判

２
０
８
ペ


ジ
︶問い

合
わ
せ
は
著
者
︵
〒

３
５
０
｜
２
２
０
５

埼
玉

県
鶴

島
市
松

丘
２
｜




︶
ま
で


　
仙
台
市
水
道
局
は
水
源
涵

養
林
の
保
全
育
成
を
民
間
企

業
と
協
働
で
行
う
﹁
青
下
の

杜
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
に
つ
い

て

新
た
に
前
澤
グ
ル

プ

３
社
︵
前
澤
工
業

前
澤
化

成
工
業

前
澤
給
装
工
業
︶

と
協
定
を
結
ん
だ


　

月

日
に
協
定
締
結
式

が
同
局
で
行
わ
れ

仙
台
市

の
芳
賀
洋
一
水
道
事
業
管
理

者
と
前
澤
工
業
の
清
水
竜
一

東
北
支
店
長

前
澤
化
成
工

業
の
壷
井
達
司
北
日
本
支
店

長

前
澤
給
装
工
業
の
中
島

隆
執
行
役
員︵
東
日
本
担
当
︶

と
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
を
交
わ

し
た


　
青
下
の
杜
プ
ロ
ジ

ク
ト

は

同
市
水
道
の
水
源
で
あ

る
青
下
ダ
ム
の
周
辺
お
よ
び

上
流
部
に
市
が
保
有
す
る
約



の
水
源
涵
養
林
の
保
全

育
成
作
業

水
源
林
に
関
す

る
周
知
・
啓
発
活
動
を
民
間

企
業
と
協
働
で
行
う
も
の


令
和
２
年
１
月
に
民
間
企
業

・
団
体
９
法
人
と
協
定
を
結

び

令
和
２
年
度
か
ら
活
動

を
展
開
し
て
い
る


　
前
澤
給
装
工
業
は
プ
ロ
ジ


ク
ト
創
設
時
か
ら
協
定
の

も
と
で
活
動
を
実
施

同
社

に
よ
る
呼
び
か
け
を
き

か

け
に

前
澤
グ
ル

プ
３
社

に
よ
る
協
定
締
結
が
実
現
し

た


　
協
定
締
結
に
当
た
り

あ

い
さ
つ
に
立

た
芳
賀
管
理

者
は

水
源
林
お
よ
び
水
道

の
理
解
を
広
げ
て
い
く
上
で

の
幅
広
い
協
働
の
重
要
性
を

強
調

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
に

制
約
が
強
い
ら
れ
る
中
で
も

今
年
度
に
前
澤
給
装
工
業
が

協
定
の
も
と
で
行

た
植
樹

等
の
多
様
な
活
動
に
触
れ


取
組
み
の
輪
が
大
き
く
な


た
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
た

上
で
﹁
後
世
に
自
然
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
も
積
極
的
に
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
﹂
な

ど
と
今
後
の
活
動
推
進
に
意

気
込
み
を
示
し
た


　
前
澤
工
業
の
清
水
支
店
長

は

自
社
の
経
営
理
念
﹁
水

と
と
も
に
躍
進
し
人
間
ら
し

さ
を
求
め
社
会
に
貢
献
で
き

る
魅
力
あ
る
企
業
﹂
に
合
致

す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
へ
の
参

画
に
期
待
を
示
し
た


　
前
澤
化
成
工
業
の
壷
井
支

店
長
は

幅
広
い
環
境
課
題

に
取
り
組
む
中
で
直
接
的
に

水
環
境
問
題
に
寄
与
で
き
る

事
業
に
加
わ

た
こ
と
に
喜

び
を
示
し

協
力
に
意
気
込

み
を
述
べ
た


　
前
澤
給
装
工
業
の
中
島
執

行
役
員
は

﹁
す
べ
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
礎
と
な
る
も

の
﹂
と
水
源
林
保
全
活
動
の

意
義
を
述
べ
﹁
よ
り
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
﹂
と

グ
ル

プ
と
し
て
の
協
定
を

新
た
な
ス
タ

ト
と
位
置
付

け
た
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